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街路樹・都市樹木診断士認定講習テキスト第4版出版にあたり
有賀 一郎（街路樹・都市樹木診断士認定委員長）

　街路樹・都市樹木診断協会は、1998年に任意団体として街路

樹診断協会が設立されたことをスタートとして、その歩みが始ま

り28年が経過いたしました。この間、2009年に一般社団法人化

され、街路樹の診断を通じて道路交通の安全と健全樹木の育成

に貢献し、会員相互の診断技術向上と交流を目指すとともに、海

外から樹木のリスクマネジメント手法の導入や国際シンポジウ

ムの開催などを行い、都市樹木診断の研究と診断の実証を継続

し、広く社会に啓発してきました。

　しかし診断の広まりと同時に、十分な知識や経験を持たない

診断者が不適切な診断を下している事例が散見されるようにな

り、協会員の品位と診断の品質を保証するため、一般社団法人

化の翌2010年、街路樹診断士認定制度を導入しました。

　一方、街路樹診断の広まりとともに診断対象の領域が街路樹だけではなく公園樹など都市樹木全般に広

まったことから、2025年に協会名称を一般社団法人街路樹・都市樹木診断協会に、診断士の資格名称を街

路樹・都市樹木診断士に変更しました。当協会は任意団体の時代から、英名は “Urban Tree Diagnosis 

Association“（都市樹木診断協会）で、都市樹木全般の診断を包含しており、今回英名の名称変更は行って

おりません。

　街路樹・都市樹木診断士は、本協会会員に所属する樹木医であり、都市樹木を対象とした診断の知識と

経験を十分に備え、責任ある診断を行うことが求められます。

　街路樹・都市樹木診断士には、樹木医技術だけでなく、関連法規や樹木の安全性担保に関わる技術、そ

れに地球環境問題など、幅広い領域の知識が求められます。

　当協会では、街路樹診断士の育成のために、2015年に「街路樹診断士認定講習テキスト」を、翌2016年

には「新版 街路樹診断士認定講習テキスト」を出版しました。その６年後、東京都建設局「令和３年度街路

樹診断等マニュアル」の改定と整合するよう、2022年に「第3版」としてテキストを改訂しました。そして「街

路樹診断を取り巻く新たな動向」という新しい章を追加し、アーバンフォレスト・樹冠拡大・根系保護など海

外の事例を紹介しています。

　今回、2026年の「第4版」のテキストでは、協会や診断士の名称変更と、診断対象の領域の拡大に伴う変
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更を行ったうえ、さらに「都市樹木の点検・診断の実際」という新しい章を追加いたしました。

　当協会では「活力ある都市樹木と人材を育み、アーバンフォレストを生み出す」というビジョンを掲げて

います。アーバンフォレストとは、気候変動やヒートアイランド、都市洪水などに対応するために、都市内に

大径木や森を育て、レジリエントで生物多様性に富んだ都市をつくることを目指すものです。街路樹や公園

樹など都市樹木はアーバンフォレストの中心的な要素であり、樹木の本数だけでなく、樹冠被覆率の向上

がポイントです。 一方、大径木や樹冠拡大木が増えると倒木や落枝のリスクマネジメントが不可欠になって

きます。この点からも、街路樹・都市樹木診断士の皆様には、今後ますます重要な役割が求められてきます。

街路樹・都市樹木診断士の皆様の活発な活動が、今後さらに展開することを期待しています。

　なお、本テキストの執筆には、街路樹・都市樹木診断協会の会員および関連する専門家の方々にご協力

いただきました。お忙しい中、ご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

第１章 街路樹・都市樹木診断の目的と生い立ち

第２章 都市樹木の倒木および落枝による事故のリスク管理

第３章 都市樹木の点検・診断の実際

第４章 街路樹診断の実際

第５章 街路樹・都市樹木診断における機器診断の機材紹介

第６章 街路樹・都市樹木診断士に求められる倫理

第７章 街路樹・都市樹木診断と保険制度

第８章 街路樹・都市樹木診断の安全衛生管理

第９章 街路樹・都市樹木診断における重要な木材腐朽菌

第10章 街路樹・都市樹木診断における重要な病虫害

第11章 街路樹・都市樹木診断における根系と土壌

第12章 街路樹・都市樹木診断に関する法制度と技術基準

第13章 街路樹・都市樹木診断を取り巻く新たな動向

テキスト第４版の章立て
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　2026年6月11日から12日の2日間にわたり、韓国ソウル市の国立山林科学院において、「第1回日韓街

路樹共同シンポジウム」が開催されました。本シンポジウムは「街路樹の点検・診断の現状」をテーマに、韓

国街路樹協会と当協会の共同主催により行われました。

　1日目のシンポジウムでは、韓国街路樹協会のキム・

ギウ会長と当協会の上杉会長から歓迎の辞が述べられ

ました。上杉会長の挨拶では、地理的・気候的に似た両

国が、街路樹の診断や管理についての経験や知見を共

有し学び合うことの意義が強調されました。

　また、開会式内で両協会間での「相互業務協力覚

書（MOU）」の締結式も執り行われ、今後の継続的な交

流と技術協力体制の構築が約束されました。

　続いての講演セッションでは、日韓の代表者がそれぞ

れの国の街路樹点検・診断の歴史、現状、技術について

発表を行いました。日本側からは笠松副会長が「日本の

街路樹診断導入経緯と主要活動」につ

いて、当協会の成り立ちや街路樹診断

士制度、そして日本で初めて導入され

た街路樹診断事業者保険制度などを

紹介しました。また、石井技術委員長

は「街路樹診断の効率化と優先順位」

と題し、日本での診断ノウハウや現場

での実践的なアプローチについて発

表を行いました。

　韓国側からも、キム・ソンヒ国立山林科学院生活圏都市林研究センター長による韓国の街路樹の価値と

未来戦略、イ・グァンジェ韓国街路樹協会理事による危険性評価の診断戦略についての発表があり、両国

の街路樹点検・管理に対する姿勢を深く知る機会となりました。

第1回日韓街路樹共同シンポジウム 参加報告
事業委員長  野上 一志　　

覚書を取り交わすキム会長と上杉会長

日韓街路樹共同シンポジウム

海外交流

会場の様子
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両協会の関係者

　午後の総合討論では、両国

の専門家による活発な意見

交換が行われました。特に、

日本で広く活用されている貫

入抵抗測定器（IML-RESI）の運

用方法や、当協会が導入して

いる診断に対する保険制度

については、韓国側から多く

の質問が寄せられ、関心の高

さが伺えました。

　2日目には、水原市の街路樹を対象とした危険性評価の実習が行われ、参加者が実際の現場で診断技術

を共有し、実践的な交流を深めました。

　今回のシンポジウムは、日韓両国の

都市樹木点検・診断技術の発展に向け

た歴史的な第一歩となりました。第2回

の共同シンポジウムは日本での開催を

約束し、今後も両国の絆が深まり、健全

なアーバンフォレストの育成と診断技

術の向上がさらに進展することを強く

期待しています。

韓国の機器診断は音波診断が標準
貫入抵抗測定は補助的に行う

総合討論の様子

四角く刈り込まれたプラタナスの街路樹で行われた実習（水原市）
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　5月10日から16日までの7日間、街路樹・都市樹木診断協会（以下、協会）会員10名で訪台し、台
北市大安森林公園で樹木（ガジュマル他約10種類）の調査と技術指導を行いました。現地の参加
者は20名。
　本事業の発端は、昨年の第17回定時社員総会の講演会に参加していた大安森林公園之友
基金會（以下、基金會）の方からの依頼です。
　当初は1班2名の5班体制で計10名を派遣し調査を行う予定でしたが、今後の調査を考慮して、
現地の管理者等に対し技術指導も兼ねた調査に変更になりました。訪台者は協会九州支部から
9名、関西支部から1名の計10名で、前後の移動日を除き5日間で調査・技術指導を行いました。　 
　基金會から最終日に「修了試験」を行いたいと要望され、講習5日間で試験は出来ない、難し
いと伝えましたが、「是非行いたい」と切望され、であれば合否が関わらない「効果測定」を行い
ましょう、となりました。前半2日間で樹木点検、後半2日間で樹木診断、最終日の午前中に機器
診断、午後から効果測定を行いました。

大安森林公園（台湾）で
樹木の調査および点検・診断の技術指導を行いました

　協会、基金會とも初めての試みで、またタイトなスケジュールの中、現地の方々は非常に熱
心・優秀で私たちも勉強になった一週間でした。機会があれば詳しく報告したいと思います。
　大安森林公園之友基金會の皆様、ありがとうございました。
　訪台者の皆さま、お疲れ様でした。

三宮 洋（九州支部事務局）

海外交流　一報

●●

●●
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　アーバンフォレスト優良事例見学会は、「アーバンフォレストと

は何か」を問う契機として企画され、コロナ禍以降減少していた協

会員の交流機会を補い、世代や立場を越えて語り合う場ともなっ

た。2023年4月28日に第1回見学会を東京都八王子市の多摩御

陵線のケヤキ並木で行っている。（この模様はホームページで動

画公開中）

　第4回目となる今回の見学地「海の森公園」（東京都江東区）は、

東京港のゴミの埋立地に24万本の苗木を延べ2万3千人のボラ

ンティアで植樹した人工の森で、明治神宮造営に匹敵する規模を

持つ海上公園ならではの大規模緑化事業である。

　今回の見学会テーマは都市に森をつくるうえでの「資金と人材

を集める仕組み」であり、他地域での展開可能性や100年後の海

の森の姿、次世代の担い手育成の重要性について、参加者各々の立場から意見を発表してもらった。 

　また見学後の懇親会では、講師の後藤洋一氏（樹木・環境ネットワーク協会理事）も交え、街路樹やス

モールガーデン、都会の足元に広がる無数の隙間に繁茂する地衣類など都市の微細な自然も含め、広い視

野を持ち、今後の都市環境づくりに貢献していく必要性が共有された。  （宇田川健太郎）　

■　第4回アーバンフォレスト優良事例見学会 実施報告　■

（2026年4月24日）

アーバンフォレスト推進 事業委員会の活動
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   1. 開催趣旨

　昨年度の全国大会シンポジウムで紹介された「3-30-300ルール」を、高密度で植栽空間が限られる日本

の都市におけるアーバンフォレストリーの展開可能性を議論することを目的として開催された。

　3-30-300ルールは、セシル・コナイネダイク氏（ブリティッシュコロンビア大学名誉教授）が提唱。

　　3　…窓から見える3本の木
　　30  …地区内30％の樹冠被覆率
　　300…300m以内でアクセスできる質の高い公園緑地
　の3指標を組み合わせ、健康でレジリエントな都市空間を目指す国際的な指標となっている。
　

分野を超えたアーバンフォレストリーの推進に向けて
3-30-300ルールの日本への展開可能性を探る

アーバンフォレスト推進

　2026年度日本造園学会全国大会のミニフォーラム「分野を超えたアーバンフォレストリーの推進に

向けて 3-30-300ルールの日本への展開可能性を探る」が、5月17日（日）大阪公立大学中百舌鳥（なか

もず）キャンパスにおいて開催されました。当協会と、World Urban Parks ジャパンが連携団体です。

　3-30-300ルールの日本への展開可能性について、概略をお伝えします。

【話題提供者】
・寺田 徹 （東京大学大学院新領域創成科学研究科 准教授）
　　3-30-300ルールの日本の都市への展開に向けて

・上杉 哲郎 （一般社団法人街路樹・都市樹木診断協会 会長／株式会社日比谷アメニス）
　　街路樹・都市樹木診断協会によるアーバンフォレスト推進の取り組み

・竹田 和真 （World Urban Parksジャパン 理事／大阪産業大学）
　　ウェルビーイング・メンタルヘルスからみた公園の役割と都市設計への提言

・今 佐和子 （国土交通省都市環境課 課長補佐）
　　まちづくりGXの推進と緑の役割：「GX Creation Meeting都市と緑とカーボンニュートラル×世界

　　の都市政策の最前線」事務局の経験から

【コメンテーター】
・高取 千佳 （東京大学大学院工学系研究科 准教授）
・當内 匡 （一般社団法人街路樹・都市樹木診断協会 理事／株式会社庭樹園 代表取締役） 

【モデレーター】
・寺田 徹 （東京大学大学院新領域創成科学研究科 准教授）

日本造園学会ミニフォーラム報告

（敬称略） 
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   2. 話題提供

  2-1.   寺田 徹 氏
　アーバンフォレストリーとは、都市における樹木・緑地を一体的に捉え、その創出、維持管理、更新、デザイ
ンを戦略的・計画的に行うことで、樹木が持つ社会的・環境的価値を最大化する考え方である。従来の「都

市の樹木を守る」という発想に加え、「樹木が都市を守る」という価値認識も必要となる。

　3-30-300ルールは、視覚的な自然接触を3、樹冠被覆による環境改善を30、公園緑地へのアクセスを
300とした分かりやすい指標であり、都市緑化の共通言語として有効である。　

　今後は、樹冠被覆による環境改善を図る地域の優先順位、公共空間の緑のあり方のほか民有地の緑にも

目を向けること、既存樹木の剪定や管理方法の改善が求められること、さらに樹木の文化的価値を含めた

評価が必要である。
　

  2-2.   上杉 哲郎 氏
　街路樹・都市樹木診断協会は、1996年発足のレジストグラフ研究会を起点とし30年の活動実績があり、

近年は、街路樹に限らず都市公園、民有緑地などを含む都市樹木全般を対象とする活動実態に合わせ、

2025年に名称を「街路樹診断協会」から「街路樹・都市樹木診断協会」に変更した。

　アーバンフォレストリー推進では、単に樹木本数を増やすだけでなく、健全な樹木を育て、樹冠被覆率を
高めることが重要であるが、日本においては街路樹の植栽基盤が小さいこと、根系保護が制度化されてい

ないことが課題である。強剪定やぶつ切り剪定が多く樹木の健全性と景観価値を損ねている、落葉や枝張

りが「負の要素」と見なされやすいという維持管理面での課題もある。

　今後は、構造的剪定、植栽基盤の確保、樹木診断、i-Tree等を用いた価値の見える化、市民理解の促進を

通じて、健全な都市樹木を資産として育てる必要がある。
　
  2-3.   竹田 和真 氏
　3-30-300ルールにおける300m以内の「質の高い公園緑地」は、施設整備や利用者数増だけでなく、地
域福祉やウェルビーイングの観点からも評価されるべきである。公園を福祉的に活用するために必要な環

境整備の視点として、座って休憩できる場所、日陰、誰でも自然に居られる雰囲気、高齢者や孤立しがちな

人が参加しやすい空間などがある。
　
  2-4.   今 佐和子 氏
　これまでの都市政策では、コンパクト・プラス・ネットワーク、エネルギーの面的利用、緑の創出という3本

柱で「まちづくりのグリーン化」が進められてきたが、海外の都市では環境政策は魅力的な都市をつくるた

めの成長戦略として位置づけられている。今後緑の分野は、都市計画・交通・建築・エネルギー・福祉など他
分野と連携することが大切で、都市の目に見える変化を生み出すこと、カーボンニュートラル・暑熱対策・
ウェルビーイングを統合することなどが求められ、緑の効果を数値と文化的価値の両面で市民に発信する

ことが重要である。
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    3. 質疑応答・意見交換

　都市の緑に「食べる」という要素を組み込むエディブルガーデンやエディブル・アーバンフォレストの可能

性、公園樹木の伐採・保存をめぐり、安全、防犯、景観、住民意見が対立する場面で、どのような方針を示す

べきか、という質問が寄せられた。

　
    4. コメンテーター総括

當内 匡 氏
　前回の造園学会基調講演においてセシル・コナイネダイク氏が、3-30-300ルールは、都市全体で一気に
達成することは困難だが、小さな地区や街区単位で取り組むことが重要であると述べていたことについて

紹介。また海外でも民有地の緑は減少傾向にあり、公共空間、特に道路空間や街路樹の役割が大きい。植

栽基盤、構造的剪定、建築・道路との一体的な計画によって、街路樹の価値を高める必要がある。
　
高取 千佳 氏
　3-30-300ルールは単なる数値目標ではなく、異なる専門分野が協働するための共通言語である。従来は
緑被率や公園面積が緑の主な指標であったが、今後は健康・ウェルビーイング・暑熱対策・公平性といった

観点から都市緑地の価値を捉え直す必要がある。公園の300mアクセスが単なる距離ではなく、誰がどのよ
うに利用できるかという福祉的視点が重要となることから、福祉予算と公園予算を横断的に活用するという

ことも柔軟に行われるようになるとよい。樹木管理面では、樹木が大きく健全に育つための植栽基盤や根系
保護、構造的剪定が重要であり、都市計画やインフラ整備の初期段階から専門家が関わる制度的枠組みが
必要である。

　
    5. まとめ

　アーバンフォレストリーを日本で推進するには、緑地計画、樹木管理、都市政策、交通、福祉、制度、財政、
民間など多分野が連携する必要があり、各分野横断で議論し、展開するにあたり、日本の都市構造、社会状
況、管理制度に即した応用が必要である。

街診ニュースNo.17   P1
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ビワの栽培管理を手伝う中で

珈琲ブレイク　会員のページ

遊びの天才と、初夏の雪
若竹 健司（関西支部/内山緑地建設（株））

富田 恭子（関東支部/（株）日比谷アメニス）

　私の暮らす神戸市郊外の公園では、毎年ゴールデンウィークの
頃、不思議な光景に出会います。爽やかな空を、白く柔らかな粒が
ふわふわと漂い、それはまるで季節を間違えて降り出した「初夏の
雪」。その正体は、ポプラが放つ無数の綿毛です。 
　熟した実から溢れ出した種たちは、柔らかな綿毛をパラシュート
にして、一斉に空へと旅立ちます。風の向くまま、優雅に宙を舞うそ
の姿は、自然が織りなす幻想的な光景です。そして、この光景を誰よ
りも全身で楽しんでいるのは、やはり子どもたちです。 
　公園に元気な声を響かせ、風にのって不規則に揺れる綿毛を一

生懸命に追いかける子どもたち。小さな手のひらをそっと広げて綿毛をキャッチすると、キラキラした笑
顔を見せてくれます。帽子や髪の毛にちょこんと綿毛を乗せた姿は、まるで絵本の中のワンシーンのよう
で、見ているだけで心が和みます。 

　近年は、千葉県南房総市で果樹のビワの手入れと管理を手伝ってい
ます。 
　よくある「他に誰もやる人がいなくて」という理由で、家族が 10
年ほど前に露地ビワ山の管理と手入れを引き継ぎました。もちろん私
は平日都内で造園関係の仕事をしておりますので、作業が忙しい・人
手が必要な週末に1人工として働きます。
　露地の房州ビワは、開花する11月頃にまず 1回目の摘果・摘蕾を
行い、翌年 2～ 3月に2回目の摘果をして、大きく育てる実を選びま
す。さらにその際に袋掛けを行い、5 月末～ 6 月頃、実が十分にオレ
ンジ色に明るんだら収穫です。
　栽培地の多くは、厳冬期の寒害（ある程度の低温に一
定期間あたると幼果は凍死してしまうそうです）を避ける
目的で、山間の斜面地にあります。
　令和元年秋の2つの最強規模の台風では、人家のみな
らず一帯の山も甚大な被害を受けました。元々、土砂崩
れや倒木が起きやすい急傾斜地です。数週間は栽培地に
入れない状況が続きました。 
　ビワの木自体も、倒木の下敷きになり折損するなど、
多くの被害がありました。周囲環境が変化した箇所もあ
り、生育不良や枯死の懸念もありましたが、台風が去って数か月後、例年通りに枝は花をつけ、翌
年も変わらぬ大きな果実を成らしてくれました。樹木の逞しさを改めて実感しました。 

綿毛

房州ビワは実がたわわに大きいの
が特徴

2020年台風被害半年後のビワ栽培地の一部



 大入島（おおにゅうじま）
嶋田 新奈（九州支部/九州グラウンド（株））
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　私が好きな島「大入島」でのエピソードについてお話をしたい
と思います。
　大入島は、大分県佐伯市の佐伯湾に浮ぶ小さな島です。周囲は
わずか17㎞ですが、美しいリアス海岸に囲まれており、多くの魚
が集まります。
　私が2年前初めてこの島を訪れた時のことです。釣り場を探し
に探検していると、オルレというトレッキングコースがあることに
気が付きました。コースには、目印にカラーテープが結んであると
いうことでした。
　アジ釣りを楽しんだ翌日、島の名所である「船隠し」を観光して帰ることに
しました。オルレのコースで行けるようでしたので、とりあえずカラーテープ
を見つけて歩いて行きました。しかし、その道の険しさは半端ではなく、途中
何度も足を滑らせ、海岸に出ると海に入らないと先に進めず…1時間ほど歩
いた頃、やっと目の前に絶景が現れました。「船隠し」は小さな入江に細道が
造ってある不思議な場所 （元々は防波堤）で、魚の楽園になっていました。来
てよかったと感動して、ふと気が付いたのですが…私が辿ってきたカラー
テープには 「地質調査」と書かれていたのです。これまでの悪路に納得しつつ、正しいオルレのテープ

を辿って、素敵なコースを歩い
て戻りました。
　大入島のオルレコースに
は、ミカン畑や民家の路地も
あり、島民の方々が温かく迎
えてくれます。ぜひ皆さんも一
度訪れてみてください。

釣果・関アジ

AI画像生成によるイメージ(背景は実際の公園)

船隠し（防波堤）

オルレのテープと
海岸沿いの道

　掃除の苦労や火災の心配といった「大人の事情」はひとま
ず横に置いておきましょう。子どもたちにとってポプラの綿
毛は、難しい植物学の対象ではなく、自然がくれた不思議な
遊び道具です。そんな純粋な姿は、せわしなく過ぎる日常の
中で私たちがつい忘れがちな「自然を感じ、楽しむ心」を思
い出させてくれます。 
　いよいよ本格的な夏の暑さがやってきます。単に暑さを体
感するだけでなく、子どもたちのように好奇心を常に携え、
季節の移ろいを感じられる心のゆとりを、大切にもち続けたいものです。
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各委員会の活動報告（2026年1月～6月）

　事業委員会

　事業委員会では、定例会議を月に一度オンラインにて開催しており、年度事業計画の各項目について担当別に遂

行しながら、全体協議が必要な事項について方向性の確認と調整を行っております。

　2月19日には、i-Tree実践セミナー（講師：平林聡氏）を大阪にて開催しました。少人数での開催とはなりましたが、

関西支部会員企業の参加に加え、新規入会希望企業社員も交えた有意義な研修となりました。

　4月24日には、海の森公園にて第4回アーバンフォレスト優良事例見学会を開催しました。案内役として後藤洋一

氏(樹木・環境ネットワーク協会理事)を迎え、植樹からの経緯説明や約10名の参加者による充実した意見交換が行

われました。その後の懇親会では世代間交流も実現し、大変実りある見学会となりました。

　その他、京都府立大学との「都市樹木がもたらす生態系サービスの定量的評価」に関する共同研究もスタートし、

アーバンフォレストの社会実装に向けた地道な事業を継続して進めております。

〔活動内容〕
　1月27日（火）　第５回事業委員会（オンライン開催）
　2月19日（木）　i-Tree実践セミナー（大阪開催）
　3月  4日（水）　第６回事業委員会（オンライン開催）
　4月10日（金）　第７回事業委員会（オンライン開催）
　4月24日（金）　第４回アーバンフォレスト優良事例見学会（海の森公園（東京都江東区））
　5月21日（木）　第８回事業委員会（オンライン開催）
　5月24日（日）　EFUF2026と欧州アーバンフォレスト視察（6月1日まで）
　6月11日（木）　第１回日韓街路樹共同シンポジウム（6月12日まで）
　
　技術委員会

　毎年実施している根系調査を4月に富山で実施しました。富山では、日本海側の気候で黒ボク土と山砂を用いて

埋め戻した根の切断面の処理による影響を見ることができました。その結果は、今年の樹木医学会で発表し、その

後、協会ホームページで報告していきます。

　樹木医学研究第30巻２号に「切断された根に対する塗布剤・発根促進剤・埋め戻し材の影響」が速報として掲載

されました。これは、昨年の樹木医学会で発表した内容です。　　

　根系調査については、多くのみなさまの協力を得て実施してきました。シラカシとクスノキの結果に偏ってはおり

ますが、安定した成果が見えてきたこともあり実験は打ち止めとして、これから一つの成果としてまとめていきたい

と思います。

〔活動内容〕
　3月17日（火）　技術委員会（オンライン開催）
　4月  6日（月）～8日（水）  富山にて根系調査（協力：（株）野上緑化）

委員長：石井 匡志　
委　員：岩熊 直樹、小島 和夫、髙田 恵一、堀内 大樹

委員長：野上 一志　副委員長：當内 匡
委　員：宇田川 健太郎、番場 幸広、水野 晴之、本山 圭一郎、安田 卓宏
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　広報委員会

　17期の活動では、ホームページにおけるソフト・ハード面も含めてコンテンツの充実化を進めています。4月時

点では過去3番目のアクセス数となり、継続して各委員会とのタイムリーな連携を図っていきます。

　運用面では、ホームページ改訂直後のページ閲覧数で839、ユーザー数79に対し、4月末時点でページ閲覧数

9,040・ユーザー数1,527となり、堅調に増加にて推移しています。

　2027年3月に横浜で開催される2027国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）では、2025年12月に花・緑出

展における屋内出展に応募し次点となりましたが、街路樹・都市樹木診断技術を全国ならびに世界へ発信でき

る大きな機会となることから再応募し、結果待ちの状況です。

〔活動内容〕
　定例会開催：全5回（2/19、3/17、4/14、5/20、6/18）
　1月  1日（木）　会報（GAISＨIN NEWS）の発行：第20号
　4月22日（水）　ホームページ 「リンク集」のリンク更新作業
　5月  7日（木）　2027国際園芸博覧会  花・緑出展（屋内出展）への再応募（暑い夏を花と緑で涼しく）
　5月20日（水）　ホームページ 「協会の沿革」の改訂
　5月26日（火）　「切断された根系直径と発根量の関係 および太根切断箇所の処置方法に関する研究」をホー
　　　　　　　　ムぺージに掲載
　
　街路樹・都市樹木診断士認定委員会

　昨年の総会で、街路樹診断士は、街路樹・都市樹木診断士と名称変更がなされ、街路樹診断士認定委員会も、街

路樹・都市樹木診断士認定委員会となったことはご存じのとおりです。

　街路樹・都市樹木診断士認定委員会は街路樹・都市樹木診断士の新規認定と更新認定を行っています。また、

両者は基本的に同じ仕組みで進めています。

　一方、テキストの改訂も行っています(巻頭言参照)。２025年度には、「街路樹・都市樹木診断士認定講習テキス

ト改訂特別委員会」「街路樹・都市樹木診断士認定講習テキスト改訂編集委員会」を立ち上げ、検討を開始しまし

た。テキストの改訂は2026年度の夏期の新規認定に向けて行っています。このニュースが届くころには完成も間近

だと思います。テキスト(本)の改訂に伴いオンライン講習の動画も改訂されます。冬期の更新認定講習は改訂前で

したので、受講名は街路樹診断士のままですが、街路樹・都市樹木診断士への更新方法は追って連絡いたします。

　なお、街路樹・都市樹木診断士が社会の中で認められるようになってきたことから、街路樹・都市樹木診断士の

新規認定・更新認定の審査では、資格認定の厳格化を継続していますので、ご理解を願います。

〔活動内容〕
　2025年12月22日（月）～2026年1月20日（火）　
　　　　　  　　令和7年度 街路樹診断士更新認定オンライン・オンデマンド講習・試験 
　　　　　　　  【12動画全視聴 計8時間】
　　　　　  　　申請書受付：12月10日（水）～1月20日（火）
　3月12日（木）　街路樹・都市樹木診断士認定委員会　
　　　　　　　 （2月下旬より各委員がコメント入力し、その後数回のメール会議を経て委員会を開催し、審査
　　　　　　　　結果確認・再提出合否検討）
　3月19日（木）　更新認定合否通知
　　　　　　　   令和7年度 街路樹診断士更新認定　認定書発行

委員長：萱森 雄一郎　副委員長：石田 浩之
委　員：伊東 麗子、向山 直宏、吉田 敦、岸 みずほ、福留 ユーサ

委員長：有賀 一郎　副委員長：山下 得男
委　員：坂元 博明、三宮 洋、野口 よしの
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支 部 ・ 本 部 の 動 き
2026年1月～6月

関東支部
【今後の予定】
　８月 関東支部事業委員会 連絡会議

関西支部
【診断事業】
　兵庫県西宮土木事務所より、甲子園筋の街路樹診断業務を受託しました。外観診断の対象本数は28本、うち機
器診断が22本という規模でした。兵庫県は通常、剪定作業を行う業者に簡易的な診断を委託していますが、その
結果について疑義が生じたため、再診断を当協会に委託されました。対象木は植栽後50年以上になるプラタナス、
ポプラで危険性の高いものもあり早期の対処の必要性を兵庫県にお伝えしています。

九州支部
【支部幹事会】
　日　時：2月10日（火）16：00～17：20　オンライン開催

【支部診断事業】
大安森林公園樹木調査（台湾）　
　発注者：大安森林公園之友基金會
　件　名：大安森林公園樹木調査及び技術指導
　期　間：5月10日から16日まで
　内　容：樹木診断及び技術指導

【講習会の開催予定】
支部講習会（樹木危険度診断講習会）
　日　時：10月2日（金）
　場　所：鹿児島県鹿児島市
　内　容：発注者向け講習会

本部
【常任理事会】
第２回常任理事会 　リアル・リモートハイブリット開催
　日　時：2月16日（月） 15：00～18：00
　場　所：事務局会議室（東京都港区南麻布3-20-1）

【街路樹・都市樹木診断士テキスト改訂編集委員会】
第１回　街路樹・都市樹木診断士テキスト改訂編集委員会 リアル・リモートハイブリット開催
　日　時：1月26日（月） 15：00～17：00
　場　所：事務局会議室（東京都港区南麻布3-20-1） 
第２回　街路樹・都市樹木診断士テキスト改訂編集委員会 リアル・リモートハイブリット開催
　日　時：2月27日（金） 15：00～17：00
　場　所：事務局会議室（東京都港区南麻布3-20-1） 

【今後の予定】
　・7月    　　17期  第3回理事会
　・10月下旬  第18回定時社員総会



2026.7 15/15

一般社団法人 街路樹・都市樹木診断協会
関西支部
〒550-0002  大阪府大阪市西区江戸堀1-8-14  （株）日比谷アメニス内 
TEL・FAX：06-6444-3990
九州支部
〒808-0124  福岡県北九州市若松区大字安屋900番地11
一般社団法人 北九州緑化協会内
TEL・FAX：093-741-0022

北陸連絡事務所
〒939-8253  富山県富山市新保271  （株)野上緑化内
TEL：076-429-1310   FAX：076-429-4374 
台湾連絡事務所
一般社團法人 街路樹診斷協曾 台灣籌備處
台北市大安區四維路176巷2號1棲
TEL：+886 02-2325-6911

■編集後記　
　今期より協会の名称変更に伴い、各所へのご挨拶も含めて何かと慌ただしく活動しています。協会活動におい

ては、近年海外動向を注視する傾向があり、アーバンフォレストの概念も世界的な潮流となってきているのを肌

で感じています。その起爆剤の一つとして、2027年3月から、神奈川県横浜市でGREEN×EXPO 2027・2027年国際

園芸博覧会が開催されます。当協会では屋内出展における「暑い夏を花と緑で涼しく」のテーマのもとエントリー

を済ませました。自然を学び、環境や自然共生の在り方を大切に学ぶ場として発信する重要な機会であります。

　樹冠拡大を図り緑陰を創出する´アーバンフォレスト´の概念を、世界に発信する場として計画していくこと

で、本博覧会のテーマである「幸せを創る明日の風景」に寄与していきたいと考えています。より一層、会員皆様

のご協力をいただけますと幸いです。
萱森雄一郎　

EFUF2026（28th European Forum on Urban Forestry 2026）
欧州アーバンフォレスト視察　5月23日～6月3日
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欧州アーバンフォレスト視察　5月23日～6月3日

写真：大島（事務局）
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